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1.研修員がインセプションレポートを作成し、研修員および講師と議論する。
2.稲作に関わる基礎的かつ応用可能な知識や技術に係る講義に加え、具体的研究を教材として
、研究課題のとらえ方、実験の組み方、データの整理や発表等、演習も含めた研修を行う（
コア研修）。また、各研修員の専門分野、研究分野に応じて、大学教員の指導のもと、研究
に必要な実験手法や解析手法等について研修を行う（個別研修）。
3.CARDイニシャティブの概要及び日本国内外の農業研究機関等について紹介し、ネットワーク
形成方法や協働・連携方法について講義を行う。
4.研修員のリサーチプラン作成について指導し、リサーチプランの発表会を行う。また、研修
員帰国後、必要に応じて技術的な提言、支援リソースの紹介等の支援を行う。
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【案件目標】
中核的農学研究者として専門分野横断的に備えるべき稲作に関わる基礎的かつ応用可能な知識
、技術、研究手法やノウハウを習得し、また今後協働可能となるような国内外のネットワーク
を構築すること。

【成果】
1.自国における稲作の現状と課題を明らかにし、自らが取り組むべき研究課題とその手法を明
確にする。
2.稲作研究者として必要な専門知識・技術を取得し、各種実験手法及び実験結果の論理的解析
手法等を習得する。
3.研究組織および研究者ネットワークの形成、連携方法について習得する。
4.今後の研究計画を含むリサーチプランを作成し、所属組織内で承認される。

目標／成果

内　容

【対象組織】
大学、農業研究機関等稲研究を実施する組
織

【対象人材】
【対象組織】大学、農業研究機関等
【資格要件／職位】上記組織に所属し、稲
作関連分野で研究に従事する者
【資格要件／職務経験】大学卒業以上また
は同等の学歴を有し、研究実務経験5年以
上
【資格要件／その他】十分な英語能力を
有する45歳以下の者

対象組織／人材

アフリカ地域　稲作振興のための中核的農学研究者の育成
Development of Core Agricultural Researcher for Promotion of Rice Production in Sub-Saharan Africa
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農業開発/稲作・その他穀物、根茎作物

CARDイニシャティブ支援対象国を中心としたアフリカにおける稲生産国。対象国の条件：

副分野課題：

CARD対象国を中心とした稲生産国における中核的農学研究者の育成を支援。稲作振興には技術開発及び普及、生産資材供給、バリューチ
ェーン整備、政策支援等含めた総合的アプローチが必要であるが、その中心的役割を果たすことが期待される中核的農学研究者の育成を目
指す。コア研修においては、稲作研究手法の習得を目的として、稲作に関わる基礎的かつ応用可能な知識や技術、論理的思考方法等を習得
する。個別研修においては、大学教員の指導のもと、研修員のニーズを踏まえ、研修員個々の専門分野を深める。本研修は、農学系大学間
のネットワーク（JISNAS：農学知的支援ネットワーク）との連携のもとで、研修員の専門分野と指導教員のマッチングを行う。
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